
展KAMEWALK
開かれたアトリエ展覧会

農家さんの声と、市民の手で
農と環境、ファッションをつなぐ、
“これからの野良着”づくり

DESIGNERS

開かれたアトリエ展覧会「KAMEWALK展」では、農作業における野良着の機能性とファッショ
ン性を追求し、環境に配慮した素材から生まれた「新しい野良着」が完成するまでの道のりを紹
介します。

「便利だけど、好きなデザインがない・・」「おしゃれして農作業できたら楽しい！」「心地よく畑で
過ごしたい」など、様々な農家さんの声を聞き、実際に畑に触れ、市民の手で一つひとつ形にし
てきた制作のプロセス。実際の野良着の作品とともに、素材選びからデザイン画などのプロジェ
クトの全貌をパネルや生地、映像で紹介します。

＊会期中、展示する野良着の入れ替えがあります。
＊11月1日（ファッションショーの開催日）は、野良着の展示はありません。

映像：亀岡市広報プロモーション課

野良着制作者のみなさん

白石 あきこ 上口  智子
上口 なつめ

竹岡 和奈 萩野 さえ 湯浅 智子 荒木 千典 森川 久梨子 林田 陽子 田中 美奈

時 時
令和8年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業

豊田 ひかる

10月８日（金）・9日（土）・10日（日）・11日（月・祝）に
亀岡市役所地下1階「開かれたアトリエ」にて、野良着
の公開制作をします！



農作業のユニフォーム、「野良着」がいま、新しく生まれ変わります。

KAMEWALK（カメウォーク）は、亀岡の農業と環境、そしてファッションを繋ぐプロジェ
クトです。
地元の農家さんと公募で集まった市民チームが、機能性や耐久性、心地よさやファッシ
ョン性など、それぞれの追求するテーマのもと、力を合わせ、古着や残反（＊１）、
環境にやさしい素材を使って「これからの野良着」を本気で作りました。

「農業って、クリエイティブで、楽しい」 「野良着から、農業の魅力を発信したい」
そんな思いを込めた、野良着のファッションショーを開催します。

＊１　残反（ざんたん）とは、洋服や布製品を作る工場で、生地を生産したり服を裁断し 
した後に余ってしまう布のことです。

ファッションショーKAMEWALK
・巾着作りのワークショップは、
「第43回全国都市緑化フェア
in京都丹波」のアグリフェスタの
イベントです。

京都・亀岡保津川公園
「体験はらっぱ」
亀岡駅北口から徒歩１５分

参加費無料

申込み不要・先着順

洋服を作る工場で余り、廃棄されるはずだった残反を使って、オリジナル巾着を
作りましょう！
一部、刺繍針やミシンを使いますが、裁縫が未経験の方も参加できます。
作品はお持ち帰りできます。

対象：年齢制限はありません。
　　（小学4年生以下のお子様は保護者の同伴が必要です）

時間：６部制（1部につき定員先着10名　所要時間約30分）
　　 10 : 1 5～    1 1 : 0 0～  　13 : 00～　13 : 45～　
       1 4 : 3 0～　15 : 15～

簡易マップ

小雨決行・荒天中止 小雨決行・荒天中止


